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一 

は
じ
め
に 

 

本
稿
は
戦
国
時
代
に
作
庭
さ
れ
、
史
跡
指
定
後
の
保
存
整
備
に
よ
っ
て
現
代

に
蘇
っ
た
江
馬
氏
館
跡
庭
園
（
図
１
・
２
）
の
構
造
的
特
徴
や
作
庭
の
背
景
を

概
観
す
る
と
と
も
に
、
名
勝
と
し
て
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
や
現
状
の
保

存
活
用
の
状
況
を
整
理
し
、
名
勝
庭
園
と
し
て
の
価
値
を
再
整
理
し
た
い
。 

 

二 

作
庭
の
背
景 

（
一
）
発
掘
調
査
成
果
か
ら
想
定
さ
れ
る
往
時
の
庭
園 

発
掘
調
査
の
成
果
（
飛
驒
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
〇
ｂ
）
か
ら
、
下
館
は
一

四
世
紀
末
頃
に
成
立
し
、
一
六
世
紀
中
ご
ろ
に
土
地
利
用
を
停
止
し
た
と
推
測

し
て
い
る
。
整
備
復
元
さ
れ
た
現
状
の
庭
園
・
建
物
群
が
存
在
し
た
年
代
は
、

館
の
最
盛
期
で
あ
る
Ⅱ
Ｂ
期
（
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
）
と
想
定
さ

れ
る
。
こ
の
年
代
は
、
庭
園
の
南
側
陸
部
造
成
土
か
ら
出
土
し
た
墨
書
土
師
器

皿
の
所
見
に
よ
り
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
館
は
西
南
西
を
正
面
と
し
て
主
門

と
脇
門
を
設
け
、
北
・
西
・
南
側
の
三
方
を
土
塀
に
、
東
側
を
山
に
囲
ま
れ
た

約
一
〇
〇
ｍ
四
方
の
敷
地
を
有
し
、
西
側
土
塀
の
外
側
に
は
深
い
掘
を
配
置
し

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
主
門
を
入
っ
た
右
手
の
館
敷
地
南
西

隅
に
は
、
会
所
と
土
塀
に
囲
ま
れ
た
空
間
に
景
石
石
組
を
伴
う
園
池
が
設
え
ら

れ
、
東
西
約
二
七
ｍ
、
南
北
約
一
二
ｍ
を
測
る
不
整
形
の
園
池
を
配
置
す
る
。 

下
館
跡
に
お
け
る
遺
物
の
出
土
割
合
の
検
討
に
よ
る
と
、
土
師
器
皿
が
最
も

多
く
、
続
い
て
瀬
戸
美
濃
・
山
茶
碗
・
珠
洲
焼
・
青
磁
・
白
磁
・
染
付
と
続
く
。

さ
ら
に
地
区
ご
と
の
傾
向
を
見
る
と
、
園
地
や
会
所
建
物
（
Ｓ
Ｂ
46

）
に
お
け

る
土
師
器
皿
の
出
土
割
合
は
他
地
区
と
比
較
し
て
突
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
堀
内
地
区
の
会
所
・
庭
園
周
辺
に
お
い
て
、
酒
宴
に
お
け
る
庭
園
空
間
や
会

所
建
物
の
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
ま
た
、
青
磁
・
白
磁
・
青
磁

器
・
天
目
茶
碗
な
ど
の
中
国
製
陶
磁
器
が
多
く
出
土
し
、
碁
石
や
銅
製
火
箸
な

ど
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
、
江
馬
氏
は
座
敷
飾
り
や
武
家
儀

礼
を
行
い
、
囲
碁
や
茶
の
湯
と
い
っ
た
当
時
武
家
の
間
で
盛
ん
で
あ
っ
た
文
化

的
な
催
し
も
行
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
足
利
将
軍
を
は
じ
め
と
す
る
上
級

武
士
と
同
様
の
儀
礼
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
在
地
に
お
け
る
自
ら
の
権
威
を
示

図 １  江 馬 氏 城 館 跡 庭 園 （ 南 東 か ら ） 

図 ２  江 馬 氏 城 館 跡 庭 園 （ 北 東 か ら ） 
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し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
二
）
作
庭
の
歴
史
的
・
文
化
的
背
景 

 

庭
園
が
造
成
さ
れ
た
時
代
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
や
明
応
の
政
変
の
後
、
戦

国
時
代
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
ろ
は
京
都
が
荒
廃
し
、
公
家
や
僧
侶
、
連
歌
師
と

い
っ
た
文
化
人
が
地
方
に
多
く
下
向
し
て
い
る
。
直
接
的
に
高
原
郷
に
京
都
の

文
化
人
が
下
向
し
た
記
録
は
見
え
な
い
が
、
江
馬
氏
館
に
京
都
の
庭
園
文
化
が

伝
播
し
た
背
景
に
同
様
の
動
き
が
想
定
さ
れ
る
。
禅
僧
で
歌
人
の
万
里
集
九

（
一
四
二
八
～
没
年
不
詳
）
は
漢
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
で
長
享
三
年
（
一

四
八
九
）
に
東
国
歴
遊
の
後
、
越
後
か
ら
美
濃
へ
帰
る
途
中
に
高
原
郷
を
訪
れ
、

江
馬
氏
の
饗
応
を
受
け
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
「
江
馬
閣
下
」
よ
り
「
華
膳
」

を
も
っ
て
も
て
な
し
を
受
け
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
満
盤
の
風
味
、
江
湖
に
置

く
」
と
あ
る
の
は
、
池
を
伴
う
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
饗
応
を
受
け
た
様
子
が
推

定
で
き
る
。
確
定
的
で
は
な
い
も
の
の
、
万
里
集
九
が
江
馬
氏
を
訪
ね
た
事
実

自
体
が
、
文
化
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
こ
の
二
者
が
繋
が
っ
て
い
た
こ
と

を
想
定
さ
せ
る
。
長
享
三
年
は
発
掘
調
査
に
よ
る
下
館
の
変
遷
で
は
Ⅱ
Ｂ
期

（
整
備
の
想
定
年
代
）
に
あ
た
る
。
江
馬
氏
の
庭
園
遺
構
が
現
状
で
は
他
に
確

認
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
江
馬
氏
館
の
庭
園
や
会
所
が
こ
の
饗
応
の
舞
台
と

な
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
現
状
の
整
備
さ
れ
た
庭
園
・
建
物
の
景
観
に
よ
っ
て

そ
の
当
時
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

三 

名
勝
と
し
て
の
価
値 

（
一
）
江
馬
氏
館
の
庭
園
の
構
成
（
図
３
） 

地
形
と
眺
望 

 

江
馬
氏
館
は
河
岸
段
丘
の
段
丘
面
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
段
丘
は
有
史
以

前
に
起
こ
っ
た
大
規
模
な
地
殻
変
動
や
高
原
川
の
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
主
門
前
や
会
所
か
ら
は
、
飛
驒
の
雄
大
な
山
並
み
景
観

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
主
門
前
か
ら
は
、
正
面
に
あ
た
る
西
側
に
観
音
山

を
望
み
、
右
手
に
大
洞
山
を
望
む
。
会
所
か
ら
は
土
塀
越
し
に
左
手
に
高
原
諏

訪
城
の
城
山
を
望
み
、
右
手
に
か
け
て
高
原
川
上
流
域
の
山
地
を
遠
望
す
る
。 

 

ま
た
、
会
所
は
観
月
を
意
識
し
た
配
置
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
会
所
は

館
の
西
南
側
に
位
置
し
、
庭
園
は
そ
の
南
側
に
展
開
す
る
。
復
元
会
所
の
座
敷

や
縁
台
（
月
見
台
）
か
ら
は
実
際
に
観
月
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
、
月
明
か
り

に
照
ら
さ
れ
た
庭
園
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。 

図 ３  江 馬 氏 城 館 庭 園 平 面 図 



- 57 - 

 

庭
園
の
造
成
・
景
石
の
配
置 

 
庭
園
の
背
景
と
し
て
土
塀
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
土
塀
内
側
に
は
緩
や
か
な

野
筋
を
設
け
、
手
前
に
園
池
を
配
す
る
。
園
池
は
会
所
の
南
側
か
ら
西
側
に
巡

り
、
対
岸
の
汀
を
な
す
景
石
群
と
と
も
に
、
左
手
奥
に
枯
滝
石
組
、
右
手
奥
に

中
島
と
立
石
群
（
岩
島
）
を
配
し
、
会
所
の
西
側
に
張
り
出
し
た
縁
台
（
月
見

台
）
の
正
面
に
は
州
浜
を
設
け
て
、
多
様
な
意
匠
と
視
点
を
演
出
し
て
い
る
。 

庭
園
の
園
池
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
底
打
ち
や
導
水
・
排
水
路
な
ど
が
確

認
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
水
は
湛
え
ず
、
池
底
は
透
水
層
か
ら
な
っ
て
枯
池
の

意
匠
を
呈
す
る
。
雨
水
は
山
際
か
ら
段
丘
面
の
自
然
勾
配
に
沿
っ
て
園
地
北
側

を
流
れ
、
園
地
の
北
西
部
で
最
終
的
に
溜
ま
る
。
そ
の
た
め
、
会
所
の
縁
側
前

は
よ
く
湿
潤
し
、
苔
類
の
生
育
が

盛
ん
で
あ
る
（
図
４

）
。 

景
石
は
、
主
と
し
て
近
在
の
山

地
か
ら
得
ら
れ
る
黄
褐
色
の
船
津

花
崗
岩
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、

会
所
手
前
の
護
岸
に
は
高
原
川
に

見
ら
れ
る
青
灰
色
の
ホ
ル
ン
フ
ェ

ン
ス
を
用
い
て
い
る
。
景
石
は
会

所
の
座
敷
や
縁
台
と
い
っ
た
視
点

場
の
手
前
を
低
く
、
中
島
や
岩
島
、

対
岸
の
汀
は
高
く
配
置
し
て
い
る

（
図
５

）
。

ま
た
、
枯
滝
石
組
を

成
す
主
石
や
岩
島
、
縁
台
か
ら
観

音
山
方
向
に
置
か
れ
た
巨
石
は
、

石
の
表
情
を
見
せ
る
意
図
を
感
じ

さ
せ
る
。 

庭
園
を
囲
む
構
造
物 

庭
園
の
周
囲
に
は
発
掘
調
査
等
の
成
果
に
よ
っ
て
復
元
し
た
会
所
・
土
塀
・

板
塀
が
存
在
す
る
。
本
項
で
は
庭
園
を
囲
む
施
設
の
整
備
後
の
現
況
に
つ
い
て
、

要
素
ご
と
に
整
理
し
た
い
。 

復
元
会
所 

 

会
所
は
和
歌
や
連
歌
、
闘
茶
、
香
と
い
っ
た
遊
技
を
楽
し
み
な
が
ら
集
会
や

接
待
を
行
う
社
交
の
た
め
の
建
物
で
あ
る
。
復
元
し
た
会
所
は
、
庭
園
を
望
む

視
点
場
で
あ
り
、
当
時
の
饗
応
等
を
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
内
部

に
は
庭
園
に
面
し
た
広
い
接
客
の
間
が
あ
り
、
最
奥
（
東
側
）
に
は
対
面
の
儀

礼
を
行
う
主
人
の
居
間
（
図
６
）
を
設
け
る
。
右
か
ら
付
書
院
、
押
板
、
違
棚
、

帳
台
構
え
を
備
え
た
書
院
造
り
の
座
敷
と
し
て
い
る
。
主
人
の
間
の
隣
に
は
納

戸
が
あ
り
、
従
者
や
警
護
の
武
士
が
控
え
る
場
所
と
し
て
の
使
用
が
想
定
で
き

る
。
納
戸
は
一
見
す
る
と
出
入
り
口
は
無
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
帳
台
構
え

（
武
者
隠
し
）
か
ら
引
き
戸
で
出
入
り
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

庭
園
を
臨
む
広
い
接
客
の
間
（
図
７
）
は
、
会
所
本
来
の
機
能
で
あ
る
饗
応

や
遊
技
を
行
う
社
交
の
場
と
し
て
使
用
で
き
る
。
建
具
は
上
に
開
く
蔀
戸
を
採

用
し
、
全
開
放
す
る
と
建
物
内
部
か
ら
庭
園
の
パ
ノ
ラ
マ
景
観
が
楽
し
め
る
。

さ
ら
に
縁
側
も
備
え
る
た
め
、
庭
園
に
よ
り
近
づ
き
な
が
ら
立
ち
歩
く
こ
と
で

多
様
な
庭
園
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

会
所
西
側
に
は
池
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
た
縁
台
（
月
見
台
）
が
存
在
す
る
。

向
か
っ
て
正
面
（
西
方
向
）
に
観
音
山
（
洞
山
）
を
望
む
。
こ
の
山
の
頂
上
に

は
江
馬
氏
の
山
城
と
推
定
さ
れ
る
傘
松
城
跡
が
存
在
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
会
所
を
復
元
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
時
と
同
じ
視
点
で
庭

園
を
眺
め
、
儀
礼
や
饗
応
の
様
子
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。 

図 ４  雨 上 が り の 庭 園 景 色 （ 縁 側 か ら ） 
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江
馬
氏
館
跡
庭
園
は
、
中
世
の
武

家
館
の
会
所
を
復
元
し
た
事
例
と

し
て
全
国
的
に
も
貴
重
な
例
と
言

え
る
。 

復
元
土
塀 

 

 

館
を
区
画
す
る
土
塀
は
館
を
囲

む
管
理
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、

庭
園
風
景
の
一
部
と
し
て
重
要
な

要
素
で
あ
る
。
土
塀
は
主
門
両
脇

か
ら
庭
園
区
画
ま
で
の
範
囲
を
復

元
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
主
門

両
脇
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
壁
土

を
化
粧
し
て
い
る
が
、
名
勝
範
囲

に
あ
た
る
庭
園
部
分
は
、
日
干
し

レ
ン
ガ
と
壁
土
に
よ
っ
て
工
法
か

ら
当
時
の
土
塀
の
様
相
を
再
現
し

て
い
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
、

土
塀
基
底
部
の
幅
は
五
尺
（
約
一.

五
ｍ
）
と
し
、
高
さ
は
十
尺
（
約

三
ｍ
）
と
し
て
い
る
。
塀
の
屋
根

は
板
材
を
上
げ
土
で
押
さ
え
て
い

る
。 

復
元
板
塀 

 

主
門
を
く
ぐ
っ
た
右
側
（
南
）

に
板
塀
が
存
在
す
る
。
こ
の
板
塀

に
よ
っ
て
庭
園
が
目
隠
し
さ
れ
、
会
所
に
入
ら
な
い
と
庭
園
は
見
え
な
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
客
人
の
驚
き
を
生
む
重
要
な
施
設
で
あ
る
。
板
塀

は
発
掘
の
結
果
か
ら
七
尺
（
二.

一
ｍ
）
間
隔
で
柱
を
持
つ
板
柵
と
し
て
い
る
。 

 

往
時
に
存
在
が
想
定
さ
れ
る
要
素 

 

現
在
の
庭
園
に
は
存
在
し
な
い
が
、
往
時
に
存
在
が
想
定
さ
れ
る
要
素
と
し

て
植
栽
が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
庭
園
に
は
マ
ツ
・
サ
ク
ラ
・
マ
キ
と
い
っ
た
植

物
が
植
え
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
江
馬
氏
館
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
植
木
の

存
在
は
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
自
然
科
学
分
析
の
成
果

か
ら
、
庭
木
と
特
定
で
き
る
樹
種
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
樹
根
な
ど
の

痕
跡
が
調
査
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
当
時
の
庭
木
の
存
在
や
配
置
が
確

認
で
き
る
史
料
が
存
在
し
な
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら
配
置
し
て
い
な
い
。 

図 ５  会 所 ・ 庭 園 断 面 図 

図 ６  復 元 会 所  主 人 の 居 間 

図 ７  庭 園 に 面 した 接客 の 間 （ 南 主 座 敷） 
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想
定
さ
れ
る
作
庭
思
想 

 
江
馬
氏
館
の
庭
園
に
つ
い
て
は
、
作
庭
や
実
際
の
利
用
に
関
す
る
中
世
の
史

料
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
作
庭
思
想
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

発
掘
調
査
成
果
や
現
状
の
整
備
さ
れ
た
様
相
か
ら
推
測
し
う
る
事
象
は
存
在
す

る
た
め
、
本
項
で
提
示
し
た
い
。 

 

ま
ず
、
作
庭
思
想
に
つ
い
て
は
、
『
作
庭
記
』
の
記
載
内
容
と
の
共
通
性
が

想
定
で
き
る
（
註
１

）
。

例
え
ば
「
遣
水
の
事
」
に
は
「
先
づ
水
の
水
上
の
方

角
を
定
む
可
し
。
経
に
言
ふ
、
東
よ
り
南
へ
向
か
へ
て
西
に
流
す
を
順
流
と
為
。

（
略
）
四
神
相
応
の
地
を
選
ぶ
時
、
左
よ
り
水
流
た
る
を
青
龍
の
地
と
為
。
か

る
が
故
に
遣
水
を
も
、
殿
舎
若
し
は
神
殿
の
左
よ
り
出
だ
し
て
、
南
へ
向
ふ
る

説
有
り
（
略

）
」

と
あ
る
。
江
馬
氏
館
は
人
工
的
な
遣
水
は
行
っ
て
い
な
い
想

定
で
あ
る
が
、
雨
水
の
流
れ
は
ま
さ
に
こ
の
記
載
ど
お
り
東
か
ら
南
に
向
か
っ

て
、
西
に
流
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
続
い
て
「
樹
の
事
」
に
は
、
「
経
に

言
ふ
、
家
よ
り
東
に
流
水
有
る
を
青
龍
と
為
。
若
し
其
の
流
水
無
く
は
柳
九
本

を
植
え
て
青
龍
の
代
と
為
。
西
に
大
道
有
る
を
白
虎
と
為
。
若
し
其
の
大
道
無

く
は
楸
七
本
を
植
え
て
白
虎
の
代
と
為
。
南
に
池
有
る
を
朱
雀
と
為
。
若
し
其

の
池
無
く
は
桂
九
本
を
植
え
て
朱
雀
の
代
と
為
。
北
に
丘
有
る
を
玄
武
と
為
。

若
し
其
の
丘
無
く
は
槍
三
本
を
植
え
て
玄
武
の
代
と
為
。
斯
く
の
如
く
為
て
四

神
相
応
の
地
と
し
て
居
ぬ
れ
ば
、
官
位
福
禄
具
は
り
て
無
病
息
災
と
言
へ
り
」

と
あ
る
。
江
馬
氏
館
東
側
か
ら
の
流
水
や
南
側
の
池
、
館
西
側
の
大
道
は
こ
の

記
載
と
一
致
す
る
。
そ
の
他
、
石
組
の
禁
忌
と
し
て
「
高
い
石
を
丑
寅
（
北
東
）

の
方
向
に
立
て
て
は
い
け
な
い
」
「
縁
側
よ
り
高
い
石
を
家
の
近
く
に
建
て
て

は
い
け
な
い
」
「
三
尊
石
を
正
確
に
寝
殿
に
む
け
て
は
な
ら
な
い
」
「
未
申

（
南
西
）
の
方
角
に
山
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
」
「
山
を
築
い
て
で
き
た
谷
を

家
に
向
け
て
は
な
ら
な
い
」
等
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
現
状
の
比
較
で
あ
る
が
、

江
馬
氏
の
庭
園
は
こ
れ
ら
の
禁
忌
に
触
れ
な
い
構
造
で
あ
る
。
関
連
し
て
、
下

館
跡
の
調
査
で
出
土
し
た
墨
書
土
師
器
皿
は
、
四
神
や
竜
王
の
文
字
が
記
さ
れ

た
陰
陽
五
行
説
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
江
馬
氏
館
や
庭
園
の
造

営
に
あ
た
っ
て
地
鎮
の
た
め
に
埋
納
さ
れ
た
と
想
定
し
て
い
る
（
石
川
蕗
二
〇

二
一

）
。

館
や
庭
園
の
配
置
と
と
も
に
、
江
馬
氏
や
依
頼
を
受
け
た
作
庭
者
が

作
法
書
の
記
載
に
あ
る
よ
う
な
基
準
を
踏
襲
し
た
可
能
性
は
想
定
で
き
る
。 

 

さ
ら
に
『
作
庭
記
』
に
も
あ
る
と
お
り
、
国
内
（
高
原
郷
）
の
名
所
を
こ
の

庭
園
で
表
現
し
た
可
能
性
を
提
示
し
た
い
。
そ
の
様
相
は
会
所
か
ら
眺
め
る
背

景
に
沿
っ
て
特
徴
的
な
景
石
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
主

石
の
方
向
に
は
高
原
諏
訪
城
の
城
山
が
存
在
す
る
（
図
８

）
。

ま
た
、
月
見
台

か
ら
観
音
山
（
傘
松
城
）
方
向
に
配
置
さ
れ
た
景
石
は
（
図
９

）
、

形
状
・
配

図 ８  庭 園 主 石 越 し の 山 城 （ 高 原 諏 訪 城 跡 ）

図 ９  庭 園 景 石 越 し の 観 音 山 （ 傘 松 城 跡 ） 
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置
が
観
音
山
を
偲
ば
せ
る
特
徴
的
な
様
相
が
見
え
る
。
さ
ら
に
庭
園
南
西
側
に

も
特
徴
的
な
岩
島
が
存
在
し
、
そ
の
背
後
に
は
上
宝
方
面
の
山
塊
を
望
ん
で
い

る
。
更
に
縁
側
の
汀
を
な
す
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
は
高
原
川
で
採
取
可
能
な
石
で

あ
り
、
配
置
か
ら
も
高
原
川
を
想
起
さ
せ
る
。
以
上
か
ら
、
可
能
性
の
一
つ
と

し
て
江
馬
氏
は
自
ら
が
治
め
る
高
原
郷
の
景
観
を
館
の
庭
園
に
凝
縮
さ
せ
、
家

臣
や
賓
客
に
示
し
た
と
は
想
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

四 

文
化
財
と
し
て
の
江
馬
氏
館
跡
庭
園 

（
一
）
名
勝
指
定
の
経
緯 

 
 

江
馬
氏
館
跡
庭
園
が
名
勝
指
定
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
飛
驒
市
が
保

管
す
る
行
政
資
料
等
も
確
認
し
な
が
ら
変
遷
を
整
理
す
る
。 

 

江
馬
氏
城
館
跡
が
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
江
馬
氏
城
館
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
報
告
書
』
に
は
、
重
要
な
遺
構
が
存
在

し
う
る
下
館
跡
や
各
山
城
跡
の
「
遺
構
保
存
地
区
」
に
つ
い
て
、
「
土
地
公
有

化
を
実
現
し
、
発
掘
お
よ
び
文
献
な
ど
の
史
料
調
査
を
あ
わ
せ
た
遺
構
の
整
備

を
考
え
る
」
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
史
跡
指
定
当
初
は
、

下
館
跡
の
庭
園
遺
構
も
含
め
て
ま
だ
具
体
的
な
整
備
の
方
向
性
は
定
ま
っ
て
い

な
か
っ
た
。
平
成
に
入
り
、
当
時
の
神
岡
町
が
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
下

館
跡
周
辺
を
歴
史
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

一
九
九
九
年
に
整
備
の
基
本
方
針
と
し
て
『
史
跡
江
馬
氏
城
館
跡
整
備
基
本
構

想
』
を
策
定
し
、
翌
年
に
は
『
史
跡
江
馬
氏
城
館
跡
下
館
跡
地
区
整
備
基
本
計

画
書
』
を
策
定
し
て
整
備
内
容
を
具
体
化
し
た
。
こ
れ
ら
を
確
認
す
る
と
、
下

館
跡
に
つ
い
て
は

「
「

飛
驒
の
花
の
御
所
」
と
も
い
う
べ
き
往
時
の
江
馬
氏
の

勢
力
を
物
語
る
遺
跡
」
「
中
世
武
家
庭
園
と
し
て
地
方
に
お
け
る
早
出
の
例
で

あ
り
、
中
央
と
地
方
の
文
化
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
遺
跡
」
等
の
特
徴

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
整
備
テ
ー
マ
は
「
―
神
岡
の
歴
史
と
文

化
の
発
信
基
地
「
江
馬
の
館
」
―
い
ま
、
飛
驒
の
地
に
蘇
る
花
の
御
所
づ
く
り
」

と
設
定
し
た
。
こ
れ
は
、
小
島
道
裕
が
一
九
九
八
年
ご
ろ
か
ら
提
唱
し
て
い
た

「
花
の
御
所
体
制
」
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
（
小
島
道
裕
二
〇
〇
三

）
。

「
花
の
御
所
体
制
」
は
室
町
時
代
前
期
の
守
護
領
国
制
が
未
発
達
な
時
期
に
お

い
て
幕
府
と
直
接
関
係
を
持
つ
国
人
に
よ
っ
て
地
域
秩
序
が
保
た
れ
る
と
い
う

概
念
で
あ
り
、
そ
の
指
標
の
一
つ
と
し
て
将
軍
邸
に
類
似
す
る
庭
園
を
伴
う
館

の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
の
江
馬
氏
下
館
跡
の
調
査
成
果
か

ら
、
館
の
最
盛
期
を
一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
初
め
ご
ろ
と
推
定
し
て
い
た

こ
と
に
起
因
し
て
い
る
が
、
小
島
自
身
が
訂
正
し
た
と
お
り
（
小
島
道
裕
二
〇

〇
三
・
補
注

）
、

現
在
は
館
の
最
盛
期
は
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
年
代
を
想
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
現
在
で
は
、
一
五
世
紀
前
半

期
の
将
軍
権
力
と
の
関
係
で
は
な
く
、
前
述
の
通
り
応
仁
の
乱
後
の
都
か
ら
地

方
へ
の
文
化
の
伝
播
の
過
程
と
し
て
捉
え
て
い
る
、 

 

江
馬
氏
下
館
跡
の
整
備
内
容
に
つ
い
て
、
基
本
計
画
段
階
ま
で
は
庭
園
は
復

元
露
出
展
示
を
行
う
こ
と
と
し
、
主
門
・
脇
門
・
築
地
塀
は
復
元
整
備
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
た
が
、
会
所
建
物
に
つ
い
て
は
立
体
表
示
と
し
て
庭
園
の
観
賞

場
所
に
限
定
し
た
整
備
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
整
備
事
業
実

施
の
過
程
で
度
々
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
会
所
建
物
の
復

元
整
備
を
行
う
方
針
に
転
換
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
年
の
庭
園
の
調
査
で
墨
書

土
師
器
皿
が
出
土
し
、
庭
園
・
会
所
の
年
代
が
確
定
し
た
こ
と
で
復
元
整
備
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
「
庭
園
が
館
を
構
成
す

る
建
物
と
と
も
に
客
人
を
も
て
な
す
生
活
空
間
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
整
備
で
表

現
す
る
方
針
に
転
換
し
た
こ
と
で
（
飛
驒
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
〇
ｃ

）
、

調

査
・
整
備
事
業
の
関
係
者
間
に
お
け
る
「
整
備
後
は
名
勝
に
」
と
い
う
認
識
が
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現
実
味
を
帯
び
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。 

 
下
館
跡
の
整
備
事
業
は
二
〇
一
〇
年
に
完
了
す
る
が
、
名
勝
の
指
定
ま
で
に

は
諸
般
の
事
情
よ
り
期
間
を
要
し
た
。
同
年
八
月
に
は
文
化
庁
調
査
官
の
現
地

指
導
が
あ
り
、
名
勝
指
定
に
向
け
た
準
備
を
行
う
方
向
性
と
、
指
定
す
べ
き
範

囲
と
し
て
庭
園
の
み
な
ら
ず
会
所
・
土
塀
・
板
塀
の
控
え
の
範
囲
ま
で
を
含
む

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
指
定
に
向
け
た
調
整
が
な
さ
れ
た
が
、
市
内
部

の
事
情
か
ら
こ
の
時
点
で
は
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
〇
一
六
年
に
な
っ
て
再

度
名
勝
指
定
の
協
議
が
開
始
さ
れ
、
同
年
九
月
に
文
化
庁
調
査
官
の
現
地
指
導

を
経
て
、
年
度
中
に
市
は
意
見
具
申
書
を
文
化
庁
に
提
出
し
、
二
〇
一
七
年

（
平
成
二
九
）
一
〇
月
一
三
日
に
官
報
告
示
さ
れ
て
、
正
式
に
国
の
名
勝
に
指

定
さ
れ
た
。
指
定
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

【
名
称
】
江
馬
氏
館
跡
庭
園(

え
ま
し
や
か
た
あ
と
て
い
え
ん)

 

【
指
定
年
月
日
】
平
成
二
九
年
十
月
十
三
日 

（
文
部
科
学
省
告
示
第
一
三
八
号
） 

 
 

【
所
在
地
】
岐
阜
県
飛
驒
市
神
岡
町
殿
字
中
通
り 

【
地
域
】
地
番
・
指
定
面
積
（
省
略
） 

 
 

【
指
定
基
準
】
名
勝
の
部
一
（
庭
園
） 

江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
名
勝
と
し
て
の
価
値
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
指

定
時
の
説
明
文

（
『

月
刊
文
化
財
』
六
四
八
号
、
二
〇
一
七
）
に
は
以
下
の
通

り
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
（

略
）
江
馬
氏
館
跡
庭
園
は
、
室
町
時
代
に
お
け
る
庭
園
文
化
の
地
方
へ

の
伝
播
と
多
様
化
を
示
す
重
要
な
事
例
と
し
て
庭
園
史
上
の
価
値
が
高
く
、

保
存
整
備
に
よ
っ
て
芸
術
上
及
び
観
賞
上
の
価
値
も
顕
在
化
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
名
勝
に
指
定
し
て
、
そ
の
保
護
を
確
実
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る

。
」 

発
掘
調
査
で
庭
園
等
の
遺
構
を
検
出
し
た
段
階
で
は
歴
史
的
に
貴
重
な
も
の

で
あ
る
と
い
う
「
史
跡
」
と
し
て
の
価
値
が
あ
り
実
際
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ

た
が
、
前
述
の
よ
う
な
「
名
勝
」
と
し
て
の
価
値
は
ま
だ
無
か
っ
た
。
そ
の
後

に
発
掘
調
査
成
果
や
絵
画
・
文
献
な
ど
か
ら
館
と
庭
園
の
様
子
を
忠
実
に
復
元

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
室
町
時
代
の
庭
園
景
観
が
復
活
し
、
は
じ
め
て
名
勝
と
し

て
の
価
値
が
形
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
江
馬
氏
館
跡
庭
園
は
室
町
時
代
の
地
方
武
士
で
あ
る
江
馬
氏

が
精
魂
込
め
て
造
っ
た
庭
の
様
子
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
全
国
有
数
の
場
所

と
言
え
る
。
さ
ら
に
復
元
会
所
に
よ
っ
て
当
時
の
庭
園
景
観
と
と
も
に
、
会
食

や
日
本
文
化
と
い
っ
た
往
時
の
饗
応
・
文
化
を
体
験
で
き
る
と
い
う
、
希
少
な

価
値
を
有
し
て
い
る
。 

（
二
）
指
定
範
囲
や
構
成
要
素
の
考
え
方 

 

江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
指
定
範
囲
は
庭
園
の
そ
れ
を
取
り
巻
く
会
所
・
土
塀
・

板
塀
を
含
む
範
囲
で
あ
る
。
こ
れ
は
庭
園
だ
け
で
な
く
、
庭
園
景
観
を
構
成
す

る
建
物
・
塀
と
い
っ
た
復
元
施
設
に
つ
い
て
も
、
室
町
時
代
の
庭
園
景
観
を
体

感
す
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

名
勝
を
構
成
す
る
諸
要
素
に
つ
い
て
は
、
指
定
後
の
二
〇
一
九
年
に
策
定
し

た
『
史
跡
江
馬
氏
城
館
跡
・
名
勝
江
馬
氏
館
跡
庭
園 

保
存
活
用
計
画
書
』
に

よ
っ
て
整
理
し
て
い
る
（
飛
驒
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
九
ｂ

）
。

国
名
勝
の
範

囲
は
、
国
史
跡
「
江
馬
氏
城
館
跡
」
指
定
地
の
一
部
で
あ
る
。
「
名
勝
」
と
は

文
化
財
保
護
法
で
「
庭
園
、
橋
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
そ
の
他
の
名
勝
地
で

我
が
国
に
と
っ
て
芸
術
上
又
は
観
賞
上
価
値
の
高
い
も
の
（
第
二
条

）
」

と
規

定
し
て
い
る
。
芸
術
鑑
賞
上
の
価
値
が
重
視
さ
れ
る
名
勝
の
保
存
活
用
に
あ
た

っ
て
は
、
史
跡
と
は
若
干
異
な
っ
た
観
点
か
ら
構
成
要
素
を
分
類
・
整
理
し
て

い
る
（
図
10

）
。

人
文
的
名
勝
で
あ
る
江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
本
質
的
価
値
は
、
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庭
園
と
し
て
の
芸
術
上
又
は
鑑
賞
上
の
価
値
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
諸
要
素
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
江
馬
氏
館
跡
庭
園
に
お
け
る
史
跡
の
要
素
の
分
類
と
し

て
は
、
Ａ
「
芸
術
作
品
と
し
て
の
景
観
を
構
成
す
る
諸
要
素

」
、

Ｂ
「
名
勝
の

保
存
活
用
に
有
効
な
要
素

」
、

Ｃ
「
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
諸
要
素
」
の
３

つ
で
あ
り
、
そ
の
他
に
景
観
等
を
含
め
た
周
辺
の
要
素
に
つ
い
て
も
「
名
勝
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
諸
要
素
」
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
史
跡
に
お
け
る
分
類

と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
史
跡
の
要
素
と
し
て
は
枢
要
な
要
素
で
は
な
い

会
所
・
土
塀
な
ど
の
復
元
建
物
（
遺
跡
公
開
施
設
）
に
つ
い
て
、
名
勝
と
し
て

の
価
値
の
観
点
か
ら
は
本
質
的
な
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。 

各
要
素
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
（
図
11

）
、

Ａ
類
は
名
勝
庭
園
を
構
成
す
る

要
素
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
露
出
し
た
庭
園
遺
構

で
あ
る
景
石
を
筆
頭
に
、
整
備
に
あ
た
っ
て
補
填
し
た
景
石
・
盛
土
・
芝
等
の

土
木
施
設
、
復
元
し
た
会
所
・
土
塀
・
板
塀
が
該
当
す
る
。 

Ｂ
類
は
本
質
的
要
素
で
は
な
い
が
、
名
勝
管
理
に
あ
た
っ
て
有
効
な
要
素
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
庭
園
東
側
柵
・
管
理
用
倉
庫
等
の
管
理
施
設
が
該
当
す
る
。

発
掘
調
査
で
は
庭
園
の
東
側
に
柵
列
の
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
安
全

管
理
と
し
て
庭
園
を
区
画
分
け
す
る
目
的
で
、
木
製
の
板
塀
を
設
置
し
て
い
る
。 

Ｃ
類
は
、
地
上
に
露
出
し
て
い
な
い
庭
園
・
建
物
・
塀
等
の
江
馬
氏
の
居
館

跡
お
よ
び
関
連
す
る
遺
構
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
史
跡
の
分
類
と
し
て
は
「
本

質
的
価
値
を
構
成
す
る
枢
要
の
諸
要
素
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

庭
園
等
の
復
元
検
討
の
際
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
要
素
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
史

跡
と
名
勝
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
で
保
護
の
度
合
い
が
異
な
る
場
合
は
よ
り
厳
重

な
分
類
（
こ
の
要
素
の
場
合
は
史
跡
）
が
優
先
さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
分
類
の
他
、
名
勝
の
範
囲
外
に
存
在
す
る
が
直
接
関
連
す
る
要
素

に
つ
い
て
は
「
名
勝
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
諸
要
素
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
名
勝
範
囲
外
に
存
在
す
る
復
元
構
造
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、

主
門
や
範
囲
外
の
土
塀
や
堀
等
は
、
往
時
の
庭
園
に
至
る
ま
で
の
動
線
上
に
あ

っ
て
、
当
時
の
景
観
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
（
図
12

）
。 

さ
ら
に
、
庭
園
の
背
景
と
し
て
会
所
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
高
原
諏
訪

城
跡
や
、
上
宝
方
面
の
雄
大
な
飛
驒
の
山
並
み
景
観
も
こ
の
分
類
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
全
体
と
し
て
往
時
の
景
観
を
良
く
偲
ば
せ
る
が
、
縁
側
で
座
し
た
高

さ
を
基
準
に
す
る
と
、
周
辺
住
宅
の
屋
根
や
ア
ン
テ
ナ
塔
、
鉄
塔
等
の
現
代
施

設
が
視
界
に

入
る
。
こ
れ

ら
は
本
来
見

え
な
い
方
が

庭
園
の
景
観

上
望
ま
し
い
。 

 

 

図 10  名 勝 の 構 成 要 素 分 類 
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図 11  名 勝 範 囲 内 諸 要 素 位 置 図 

図 12  庭 園 景 観 を 構 成 す る 主 門 ・ 土 塀 ・ 板 塀 
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五 

名
勝
を
保
存
す
る
取
り
組
み 

 
江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
保
存
活
用
計
画
に
沿
っ
て

実
施
し
て
い
る
。
計
画
で
規
定
し
て
い
る
保
存
（
保
存
管
理
）
の
基
本
方
針
の

う
ち
、
名
勝
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
「
本
質
的
価
値
の
確
実
な
保
存
」

「
名
勝
を
中
心
と
す
る
下
館
跡
地
区
の
適
切
な
保
存
」
「
自
然
・
景
観
の
保
全
」

が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
現
在
実
施
し
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
た
い
。
基
本

的
な
方
針
と
し
て
は
江
馬
氏
城
館
跡
整
備
委
員
会
（
以
後
、
「
委
員
会

」
）

の

指
導
の
も
と
、
こ
ま
め
に
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
比
較
的
大
規

模
な
修
理
に
あ
た
っ
て
は
整
備
当
初
の
施
工
内
容
の
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
常

に
よ
り
良
い
手
法
を
模
索
し
て
い
る
。
ま
た
、
劣
化
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
状
況
を
把
握
し
、
屋
根
の
葺
き
替
え
や
土
塀
の
全
面
改
修
等
、
将
来
的
に
想

定
さ
れ
る
大
規
模
修
繕
に
備
え
て
い
る
。 

（
一
）
適
切
な
維
持
管
理 

 

本
質
的
価
値
を
有
す
る
遺
構
を
確
実
に
保
存
し
、
史
跡
及
び
名
勝
庭
園
と
し

て
の
良
好
な
環
境
・
景
観
を
維
持
す
る
た
め
、
名
勝
の
維
持
管
理
・
手
入
れ
は

こ
ま
め
に
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
手
作
業
に
よ
る
除
草
の
除
去
や
芝
の
刈

込
み
、
建
物
内
外
の
清
掃
等
に
努
め
て
い
る
。
庭
園
内
に
つ
い
て
は
基
本
的
に

除
草
剤
を
使
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
土
塀
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
管
理

人
に
よ
る
こ
ま
め
な
手
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
管
理
人
に
よ
る
庭
園

管
理
作
業
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
定
期
的
に
管
理
作
業
の
研
修
も
実

施
し
て
い
る
（
図
13

）
。

な
お
、
整
備
時
は
無
か
っ
た
も
の
と
し
て
池
底
を
中

心
と
し
て
自
然
に
生
育
し
た
苔
類
が
あ
る
。
自
然
生
育
の
苔
類
は
美
し
い
深
緑

の
池
底
の
演
出
し
、
法
面
保
護
の
役
割
も
期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
委
員
会

の
指
導
の
も
と
、
苔
類
の
生
育
管
理
を
行
っ
て
い
る
。 

（
二
）
き
損
箇
所
の
把
握
と
対
策 

 

定
期
的
に
き
損
及
び
そ
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
把
握
を
行
い
、
被
害
の
防
止

及
び
拡
大
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
き
損
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
、
常
に
検
討
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
は
整
備
後
の
各
要
素
の
劣
化
状
況
の
現
状
把
握
や
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
懸
念
さ
れ
る
の
は
遺
構
景
石
の
劣
化
で
あ
る
。

庭
園
を
構
成
す
る
船
津
花
崗
岩
の
景
石
は
風
化
し
や
す
く
、
剥
離
・
細
粒
化
と

い
っ
た
劣
化
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
指
導
の
も

と
、
温
度
の
変
化
・
水
分
量
等
の
周
辺
の
環
境
を
注
視
し
な
が
ら
遺
構
石
の
台

帳
作
成
・
Ｓ
ｆ
Ｍ
（
三
次
元
）
計
測
に
よ
る
記
録
作
成
（
図
14

）
を
行
う
等
、

必
要
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
将
来
予
想
さ
れ
る
大
規
模
修
理
に
備
え
て
い
る
。 

（
三
）
計
画
的
な
修
理
や
整
備
の
実
施 

 

下
館
跡
の
露
出
遺
構
の
景
石
や
名
勝
の
価
値
を
構
成
す
る
復
元
建
物
等
、
経

年
劣
化
に
よ
り
修
理
が
必
要
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
修
繕
を
お
こ

な
っ
て
る
。
対
応
可
能
な
同
種
同
材
に
よ
る
小
規
模
修
繕
に
つ
い
て
は
随
時
実

図 13 庭 園 管 理 作 業 研 修 

図 14  SfM （ 三 次 元 ） 計 測 作 業 
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施
し
て
い
る
。
比
較
的
大
規
模
な
修
繕
や
整
備
時
と
施
工
内
容
を
変
更
す
る
場

合
は
、
史
跡
等
の
本
質
的
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
委
員
会
に
よ
る
検
討
を

十
分
行
っ
た
う
え
で
現
状
変
更
の
可
否
を
文
化
庁
・
岐
阜
県
に
諮
っ
て
い
る
。 

 

六 

名
勝
を
活
用
す
る
取
り
組
み 

 

続
い
て
活
用
の
現
況
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
江
馬
氏
館
の
会
所
を
訪
れ
る

と
、
「
会
所
か
ら
庭
園
を
眺
め
る
」
と
い
う
室
町
時
代
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。
会
所
の
縁
側
か
ら
巨
石
が
並
ぶ
庭
園
を
眺
め
、
土
塀
越
し
に

山
並
み
を
望
む
。
往
時
に
館
の
主
人
が
見
て
い
た
雄
大
な
景
色
と
同
様
の
景
色

を
望
み
、
五
〇
〇
年
間
眠
っ
て
い
た
風
景
が
み
ご
と
に
甦
っ
た
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
都
市
圏
に
は
な
い
飛
驒
市
の
素
晴
ら
し
さ
や
、

室
町
時
代
と
い
う
独
特
の
雰
囲
気
を
持
つ
遺
跡
環
境
を
伝
え
て
い
る
。
名
勝
の

管
理
団
体
で
あ
る
飛
驒
市
は
、
こ
れ
ら
の
強
み
を
い
か
し
た
活
用
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
る
。
以
下
に
、
江
馬
氏
館
跡
庭
園
を
舞
台
に
実
施
し
て
い
る
活
用

を
「
名
勝
の
本
質
的
活
用
」
「
本
質
的
価
値
を
ふ
ま
え
た
ラ
イ
ト
な
活
用
」

「
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
の
活
用
」
と
い
う
３
類
型
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
い
。 

（
一
）
名
勝
の
本
質
的
活
用 

名
勝
の
重
要
な
構
成
要
素
や
本
質
的
価
値
を
直
接
的
に
体
験
す
る
活
用
で
あ

る
。
調
査
研
究
・
学
習
に
係
る
事
業
の
、
土
塀
塗
り
や
庭
園
の
管
理
作
業
体
験

等
の
保
存
の
取
り
組
み
を
体
験
す
る
活
用
の
他
、
調
査
研
究
の
成
果
を
活
用
事

業
に
活
か
す
「
饗
応
膳
」
等
の
取
り
組
み
が
含
ま
れ
る
。 

歴
史
講
座
・
現
地
見
学
会 

 

江
馬
氏
城
館
跡
の
本
質
的
価
値
を
学
ぶ
た
め
、
大
学
教
員
・
学
芸
員
等
を
講

師
と
し
て
、
江
馬
氏
や
江
馬
氏
城
館
跡
に
関
連
す
る
歴
史
講
座
を
例
年
開
催
し

て
い
る
。
復
元
会
所
を
会
場
と
す
る
場
合
も
あ
る
（
図
15

）
。

ま
た
、
名
勝
の

保
存
活
用
に
携
わ
る
学
芸
員
等
に
よ
る
現
地

見
学
会
を
実
施
す
る
場
合
も
あ
る
。 

土
塀
塗
り
体
験
講
座 

 

例
年
、
市
内
小
学
校
の
社
会
見
学
と
し
て

市
学
芸
員
が
現
地
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
二
〇
一
九
年
か
ら
史
跡
名
勝
の
構
成
要

素
で
あ
る
復
元
土
塀
の
壁
塗
り
体
験
を
行
っ

て
い
る
。
伝
統
的
な
工
法
で
作
ら
れ
た
土
塀

の
価
値
を
理
解
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
し
か
出

来
な
い
名
勝
の
壁
塗
り
体
験
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
（
図
16

）
。 

江
馬
室
町
饗
応
膳
＠
江
馬
館 

 

室
町
時
代
さ
な
が
ら
の
景
色
を
眺
め
、
当

時
風
の
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
史
跡
・
名

勝
の
本
質
的
な
価
値
を
味
わ
う
こ
と
を
目
指

し
、
中
世
食
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
饗
応
膳
を
開

発
し
た
。
市
学
芸
員
が
発
掘
調
査
成
果
や

「
酒
飯
論
絵
巻
」
等
の
中
世
段
階
の
食
に
関

す
る
資
料
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
も
と
に
「
江

馬
氏
の
饗
応
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
献
立
を
地

元
の
料
理
人
が
考
案
し
た
。
二
〇
一
八
年
に

試
食
会
を
行
い
、
二
〇
一
九
年
か
ら
館
で
の

一
般
提
供
を
開
始
し
た
。
二
〇
二
一
年
一
〇

月
に
は
一
般
向
け
に
会
食
会
を
実
施
し
た

（
図
17

）
。 

図 16  土 塀 塗 り 体 験 図 15  歴 史 講 座 （ 名 勝 指 定 記 念 講 演 ） 
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（
二
）
本
質
的
価
値
を
ふ
ま
え
た
ラ
イ
ト
な
活
用 

名
勝
の
本
質
的
価
値
を
ふ
ま
え
な
が

ら
も
、
よ
り
一
般
的
・
ラ
イ
ト
な
視
点

で
実
施
す
る
活
用
事
業
で
あ
る
。
日
本

文
化
の
体
験
等
そ
れ
自
体
が
名
勝
の
本

質
的
価
値
を
含
む
活
用
の
他
、
フ
レ
ン

チ
や
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
等
、
名
勝

の
価
値
や
見
ど
こ
ろ
を
押
さ
え
つ
つ
も

現
代
の
要
素
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

参
加
者
や
主
催
者
が
楽
し
め
る
活
用
を

目
的
と
す
る
事
業
も
展
開
し
て
い
る
。 

神
岡
フ
レ
ン
チ
＠
江
馬
館 

 

神
岡
町
内
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
に
よ

る
本
格
的
な
料
理
を
お
膳
で
、
神
岡
町

内
の
造
り
酒
屋
の
に
ご
り
酒
を
カ
ワ
ラ

ケ
で
楽
し
む
企
画
で
あ
る
。
学
芸
員
に

よ
る
解
説
や
雰
囲
気
の
あ
る
演
奏
を
聞

き
な
が
ら
、
普
段
は
開
館
し
て
い
な
い

夜
の
史
跡
名
勝
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
二
〇
二
〇
年
一

〇
月
・
二
〇
二
一
年
一
一
月
に
実
施
し

た
（
図
18

）
。 

日
本
文
化
の
体
験
講
座 

 

江
馬
氏
館
は
茶
道
・
華
道
・
香
道
・

和
歌
・
連
歌
・
礼
法
・
音
曲
等
、
室
町

時
代
に
花
開
い
た
日
本
文
化
を
学
ぶ
・
体

験
す
る
た
め
の
舞
台
と
し
て
適
し
た
場
所

で
あ
る
。
実
際
に
公
民
館
講
座
等
に
よ
っ

て
、
日
本
文
化
を
学
ぶ
講
座
を
江
馬
氏
館

で
適
宜
開
催
し
て
い
る
（
図
19

）
。 

フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
＠
江
馬
館 

 

名
勝
の
活
用
と
し
て
結
婚
式
の
前
撮
り

の
会
場
と
し
て
の
利
用
を
見
込
み
、
試
験

的
取
り
組
み
と
し
て
撮
影
会
を
二
〇
二
〇

年
一
〇
月
に
実
施
し
た
。
以
降
、
口
コ
ミ

で
情
報
が
広
が
り
二
〇
二
一
年
現
在
で
は

前
撮
り
の
利
用
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る

（
図
20

）
。 

蕎
麦
イ
ベ
ン
ト
＠
江
馬
館 

 

ラ
ン
チ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
庭
園
を
眺
め

な
が
ら
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
、
新
蕎
麦

を
い
た
だ
く
企
画
。
蕎
麦
の
調
理
は
屋
外

の
仮
設
に
よ
っ
て
対
応
し
た
。
二
〇
二
一

年
一
一
月
に
開
催
し
、
八
〇
名
以
上
の
参

加
が
あ
っ
た
（
図
21

）
。 

読
書
会
＠
江
馬
館 

 
市
図
書
館
と
の
連
携
事
業
。
会
所
に
お

い
て
江
馬
氏
や
遺
跡
に
関
連
し
た
書
籍
を

読
み
合
う
読
書
会
を
開
催
し
、
終
了
後
は
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
お
弁
当
を
い
た

だ
く
。
二
〇
二
一
年
一
〇
月
に
開
催
し
た
（
図
22

）
。 

図 17  江 馬 ・ 室 町 饗 応 膳 図 18  神 岡 フ レ ン チ と か わ ら け 

図 19  聞 香 体 験 講 座 （ 主 人 の 居 間 ） 図 20  フ ォ ト ウ エ デ ィ ン グ 
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薪
能
「
藤
橋
」 

 
江
戸
時
代
末
に
江
馬
氏
に
関
わ
る
地

元
の
史
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
謡
曲

「
藤
橋
」
を
、
創
作
能
で
演
じ
る
取
り

組
み
で
あ
り
、
例
年
公
演
を
行
っ
て
い

る
。
天
気
が
良
い
場
合
は
江
馬
氏
館
で

開
催
し
、
立
体
表
現
に
よ
り
整
備
さ
れ

た
建
物
跡
の
デ
ッ
キ
を
舞
台
と
し
て
活

用
し
て
い
る
（
図
23

）
。 

（
三
）
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
の
活
用 

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
自
体
は
名
勝
の
本

質
的
要
素
が
薄
い
も
の
で
あ
る
が
、
江

馬
氏
館
跡
庭
園
を
飛
驒
市
の
地
域
資
源

と
捉
え
、
よ
り
ラ
イ
ト
な
形
で
賑
わ
い

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
例
年
秋
季

に
実
施
し
て
い
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
こ
の
カ

テ
ゴ
リ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。 

殿
区
の
納
涼
祭 

 

地
元
・
殿
区
の
納
涼
祭
の
会
場
と
し
て
例

年
江
馬
氏
館
や
公
園
部
分
が
使
用
さ
れ
る
。

会
所
の
縁
側
を
バ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て

活
用
す
る
他
、
立
体
表
現
の
デ
ッ
キ
に
出
店

が
設
置
さ
れ
、
地
元
の
方
が
多
数
訪
れ
る
機

会
と
な
っ
て
い
る
（
図
24

）
。 

 

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト 

こ
の
他
に
も
市
民
主
催
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の

会
場
、
ド
ロ
ー
ン
の
撮
影
会
等
、
例
年
多
数
の
利
用
実
績
が
あ
る
。 

（
四
）
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
取
り
組
み
の
可
視
化 

名
勝
の
活
用
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
発
信

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
利
用
者
を
呼
び
込
む

た
め
の
来
館
促
進
の
取
り
組
み
を
関
係
団
体
と

連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。 

来
館
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

市
主
催
事
業
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
よ
り
名

勝
庭
園
の
来
館
促
進
・
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
期
間
限
定
で
実
施
し
て

い
る
。
二
〇
一
九
年
に
は
神
岡
町
内
の
高
原
郷

土
館
と
の
共
通
入
館
者
に
特
製
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
名
勝
庭
園
の
写
真
を
撮

影
し
てI

n
s
t
a
g
r
a
m

に
投
稿
し
た
方
に
庭
園
鑑

賞
や
山
城
探
訪
で
使
用
で
き
る
特
製
オ
ペ
ラ
グ

ラ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
（
図
25

）
。 

街
歩
き
ガ
イ
ド
コ
ー
ス
と
し
て 

 

地
元
ガ
イ
ド
団
体
・
神
岡
街
歩
き
ガ
イ
ド
で

は
、
二
〇
二
一
年
よ
り
江
馬
氏
館
・
高
原
郷
土

館
・
か
み
お
か
ラ
ボ
等
を
廻
る
ガ
イ
ド
コ
ー
ス

を
新
設
し
た
。
さ
ら
に
神
岡
街
歩
き
ガ
イ
ド
で

は
、
館
に
お
け
る
会
食
や
料
理
の
予
約
、
当
日

の
案
内
ツ
ア
ー
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
着
実
に

図 22  読 書 会 図 23  薪 能 「 藤 橋 」 図 21  蕎 麦 イ ベ ン ト 

図 25  キ ャ ン ペ ー ン チ ラ シ 図 24  納 涼 祭 の 出 店 （ 常 御 殿 跡 ）  
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利
用
実
績
が
あ
る
。
江
馬
館
の
価
値
を

知
る
と
と
も
に
、
蒸
し
寿
司
等
の
地
元

の
名
物
料
理
を
会
所
で
味
わ
う
。
名
勝

の
本
質
的
価
値
を
気
軽
に
体
感
で
き
る

取
り
組
み
で
あ
る
（
図
26

）
。 

江
馬
氏
の
歴
史
マ
ン
ガ
作
成 

江
馬
氏
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
、
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
目
的

で
歴
史
マ
ン
ガ
を
作
成
し
た
（
図

27

）
。

監
修
・
シ
ナ
リ
オ
は
実
行
委

員
会
メ
ン
バ
ー
が
行
い
、
漫
画
家
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ス
キ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
募
集
し
た
。
謎

が
多
い
江
馬
氏
を
取
り
巻
く
戦

国
時
代
の
状
況
を
分
か
り
や
す

く
物
語
と
し
た
。
二
〇
二
二
年

に
作
成
し
、
完
成
し
た
マ
ン
ガ

は
本
資
料
集
に
掲
載
し
て
い
る
。 

情
報
発
信 

名
勝
の
活
用
の
取
り
組
み
を
、
飛
驒
市
は
様
々
な
媒
体
を
駆
使
し
て
常
に
情

報
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
核
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
飛
驒
市
の
文
化
財
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h
t
t
p
:
/
/
h
i
d
a-
b
u
n
k
a
.
jp

）
（
図
28

）
で
あ
る
。
主
要
な
文
化
財

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の
講
演
記
録
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
類
を
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
飛
驒
市
の
文

化
財F

a
c
e
b
o
o
k

・I
n
s
t
a
g
ra
m

・T
w
i
t
t
e
r

な
ど
の
各
種S

N
S

を
利
用
し
、
最

新
情
報
を
常
に
発
信
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
作

成
し
た
文
化
財
のP

R

動
画
をY

o
u
T
u
b
e

の
専
用
チ

ャ
ン
ネ
ル
・
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
の
文
化
財
動
画

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
成

果
に
よ
っ
て
、
歴
史
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
に
は
遠
方

か
ら
の
参
加
や
問
合
せ
も
増
加
し
て
い
る
。
企
画

立
案
の
早
期
実
現
性
や
情
報
発
信
の
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
は
、
飛
驒
市
が
文
化
財
に
光
を
当
て
て

豊
か
な
歴
史
文
化
を
振
興
す
る
方
針
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
。 

（
五
）
取
り
組
み
の
経
過
と
目
指
す
活
用
の
姿 

以
上
の
よ
う
な
各
種
の
活
用
事
業
を
総
括
し
、

今
後
の
江
馬
氏
館
跡
庭
園
の
活
用
の
方
向
性
を
提

示
し
た
い
。
江
馬
氏
館
跡
庭
園
に
人
々
が
訪
れ
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
飛
驒
市
が
目
指
し
て
い
る
姿
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
「
先
人
が
生
き
た
飛
驒
市
の
歴
史
の
一
面
を
正
し
く
理
解
し
、
保
存
活
用

に
多
数
の
市
民
が
参
画
す
る
社
会
」
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
あ
り
方
を
目
指
し
て
、
二
〇
一
七
年
の
名
勝
指
定
を
契
機
と
し

て
、
本
質
的
価
値
を
伝
え
る
こ
と
を
第
一
義
に
歴
史
講
座
等
の
活
用
事
業
を
展

開
し
た
。
数
ヶ
年
に
亘
っ
て
活
用
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、
本
質
的
な
価
値
を

ふ
ま
え
た
核
と
す
べ
き
事
業
の
あ
り
方
が
定
ま
っ
た
。
そ
の
反
面
、
文
化
財
担

当
の
み
に
よ
る
主
催
の
活
用
事
業
の
実
施
に
は
限
度
が
あ
り
、
地
域
と
の
繋
が

り
や
、
一
般
的
な
活
用
へ
の
展
開
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
っ
た
。 

そ
の
た
め
、
本
質
的
な
活
用
事
業
の
推
進
と
並
行
し
て
、
よ
り
地
域
内
外
の

様
々
な
人
が
江
馬
氏
城
館
跡
を
「
場
」
と
し
て
関
わ
る
あ
り
方
を
模
索
し
た
。

図 26  待 歩 き ガ イ ド の 解 説 図 27  江 馬 氏歴 史 マンガ 

図 28  「 飛 驒 市 の 文 化 財 」 ホ ー ム ペ ー ジ 
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そ
の
取
り
組
み
の
端
緒
と
し
て
、
地
域
の
観
光
団
体
「
飛
驒
神
岡
街
づ
く
り
実

行
委
員
会
」
と
連
携
し
て
各
種
活
用
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に

実
行
委
員
会
と
市
関
係
課
で
構
成
す
る
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
メ
ン
バ
ー
は
江

馬
氏
館
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
、
利
活
用
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
を
出
し
合
う
等
、
利

活
用
の
検
討
を
行
う
会
議
を
度
々
開
催
し
た
。
会
議
を
重
ね
つ
つ
、
利
活
用
検

証
事
業
と
し
て
本
項
で
紹
介
し
た
フ
レ
ン
チ
会
食
や
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
開
設
に
よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
事
業
を
試
験
的
に
実
施
し

た
。
そ
の
成
果
を
も
と
に
二
〇
二
一
年
か
ら
本
格
的
な
施
設
活
用
事
業
を
開
始

し
、
饗
応
膳
・
フ
レ
ン
チ
・
蕎
麦
会
食
・
読
書
会
・
江
馬
氏
の
マ
ン
ガ
作
成
等

の
活
用
事
業
を
実
施
し
た
。
利
活
用
の
検
証
を
行
う
中
で
、
特
に
メ
ン
バ
ー
に

強
く
認
識
さ
れ
た
の
が
、
会
所
と
庭
園
の
セ
ッ
ト
に
よ
る
「
飲
食
可
能
な
国
名

勝
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
の
側
面
を
意
識
し
た
活
用
が
主
体
と
な
っ
た
。 

こ
の
利
活
用
検
証
事
業
は
、
当
初
は
各
メ
ン
バ
ー
が
や
り
た
い
こ
と
、
ス
キ

ル
を
活
か
せ
る
こ
と
か
ら
行
っ
て
い
っ
た
が
、
事
業
を
進
め
る
上
で
各
メ
ン
バ

ー
が
文
化
財
と
し
て
の
本
質
的
な
価
値
を
学
び
取
り
、
そ
の
利
点
を
生
か
し
な

が
ら
、
新
た
な
活
用
事
業
の
企
画
に
精
力
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
振

り
返
る
と
、
名
勝
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
い
う
メ
ン
バ
ー
の
思
い
と
、
文

化
財
と
し
て
の
本
質
的
な
価
値
を
担
保
し
な
が
ら
積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い

と
い
う
市
担
当
と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
六
）
江
馬
氏
城
館
跡
庭
園
の
活
用
モ
デ
ル 

以
上
の
よ
う
な
利
活
用
検
証
事
業
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
江
馬
氏
館
跡
庭
園

の
活
用
の
あ
り
方
の
モ
デ
ル
化
を
試
み
た
（
図
29

）
。

活
用
の
核
と
な
る
の
は

学
術
的
な
調
査
研
究
を
直
接
的
に
学
び
・
体
験
す
る
「
本
質
的
活
用
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
名
勝
を
保
存
す
る
取
り
組
み
と
し
て
の
土
塀
塗
り
や
庭
園
の
お
手
入

れ
体
験
を
含
む
。
さ
ら
に
学
術
調
査
の
成
果
を
活
用
に
反
映
し
た
饗
応
膳
の
取

り
組
み
も
位
置

づ
け
ら
れ
る
。

そ
の
周
縁
に
位

置
す
る
の
が

「
本
質
的
価
値

を
ふ
ま
え
た
ラ

イ
ト
な
活
用
」

で
あ
る
。
現
状

の
飛
驒
神
岡
街

づ
く
り
実
行
委

員
会
が
実
施
す

る
各
種
活
用
事

業
は
こ
の
類
型

に
該
当
す
る
。

本
質
的
な
価
値

を
ふ
ま
え
つ
つ
、

一
般
的
な
活
用

手
法
に
合
わ
せ

て
広
く
展
開
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
興
味
が
無
か
っ
た
層
へ
の
働
き
か
け
や
、

さ
ら
な
る
活
用
の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
周
縁
に
位
置
す
る
の
は

「
場
と
し
て
の
活
用
」
で
あ
る
。
本
質
的
価
値
と
は
関
連
が
薄
い
が
、
催
し
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
勝
の
知
名
度
向
上
に
繋
が
り
、
地

域
に
お
け
る
公
共
の
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
明
確
と
な
る
。 

こ
の
同
心
円
モ
デ
ル
全
体
を
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
内
訳
と
し
て

特
に
重
視
す
べ
き
な
の
は
中
間
層
の
「
本
質
的
価
値
を
ふ
ま
え
た
ラ
イ
ト
な
活

図 29 江 馬 氏 館 跡 庭 園 の 活 用 モ デ ル 図 
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用
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
こ
の
類
型
の
活
用
が
、
名
勝
の
本
質
的
価
値

を
押
さ
え
つ
つ
様
々
な
視
点
や
手
法
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
活
用
実

施
の
取
り
組
み
自
体
が
本
質
的
価
値
の
発
信
に
繋
が
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に

実
施
す
る
過
程
の
中
で
名
勝
と
主
催
者
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
形
成
さ
れ
、
将

来
へ
の
長
期
的
な
展
開
も
期
待
で
き
る
。 

「
本
質
的
価
値
を
ふ
ま
え
た
ラ
イ
ト
な
活
用
」
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
主

催
者
が
名
勝
の
本
質
的
価
値
を
十
分
に
理
解
し
て
事
業
内
容
に
反
映
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
段
階
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
と
名
勝
の
管
理
団

体
（
飛
驒
市
）
と
の
相
互
作
用
を
経
る
こ
と
で
、
実
施
に
あ
た
っ
て
の
主
催
者

の
知
識
や
実
施
に
向
け
た
体
制
が
醸
成
さ
れ
る
。
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
、

「
場
と
し
て
の
活
用
」
と
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
「
本
質
的
価
値
を
ふ
ま
え
た

ラ
イ
ト
な
活
用
」
に
昇
華
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な

名
勝
を
活
用
す
る
取
り
組
み
を
様
々
な
手
法
に
よ
っ
て
発
信
し
、
周
辺
施
設
や

関
係
団
体
と
の
連
携
を
行
う
こ
と
で
名
勝
の
認
知
が
高
ま
り
、
新
た
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
関
係
す
る
人
々
）
の
参
加
を
呼
び
込
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

な
お
本
稿
で
は
省
略
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
活
用
の
あ
り
方
は
名
勝
範
囲
外

の
山
城
跡
の
活
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
江
馬
氏
城
館
跡
と
飛
驒
市
民
と

の
関
わ
り
を
保
ち
続
け
、
そ
の
意
義
や
取
り
組
み
内
容
を
様
々
な
手
法
を
利
用

し
て
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
価
値
を
高
め
る
上
で
重
要
と
考
え
て
い
る
。
近
年

の
状
況
か
ら
江
馬
氏
城
館
跡
が
神
岡
の
観
光
振
興
・
地
域
振
興
の
核
と
し
て
活

用
さ
れ
る
、
理
想
的
な
形
が
出
来
上
が
り
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な

活
動
に
文
化
財
担
当
も
積
極
的
に
関
係
し
な
が
ら
よ
り
良
い
方
策
を
と
も
に
模

索
し
て
い
く
こ
と
で
、
各
活
用
事
業
が
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
ら
ず
、
長
期

的
な
視
点
で
江
馬
氏
城
館
跡
の
活
用
が
図
ら
れ
、
結
果
的
に
史
跡
名
勝
の
価
値

が
高
ま
る
と
考
え
て
い
る
。 

七 

お
わ
り
に
（
今
後
の
江
馬
氏
館
跡
庭
園
） 

江
馬
氏
館
跡
庭
園
は
、
室
町
・
戦
国
時
代
に
営
ま
れ
た
武
家
の
庭
園
跡
で
あ

る
と
同
時
に
、
現
代
の
史
跡
整
備
に
よ
っ
て
名
勝
と
し
て
の
価
値
が
顕
在
化
し

た
全
国
的
に
も
稀
有
な
事
例
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
名
勝
庭
園
と
し
て
の
歴
史
は

浅
く
、
保
存
活
用
の
取
り
組
み
は
こ
れ
か
ら
続
く
長
い
歴
史
か
ら
考
え
る
と
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
名
勝
庭
園
と
し
て
移
り
行
く
変
化
を
見

守
り
な
が
ら
、
地
域
固
有
の
景
観
と
し
て
確
実
に
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遺
跡
の
保
存
・
名
勝
と
し
て
誕
生
・
地
域
資
源
と
し
て

の
活
用
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
変
遷
の
中
で
関
係
し
た
人
々
が
紡
い
だ
思
い

を
、
こ
の
庭
園
と
と
も
に
遠
い
未
来
ま
で
継
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
飛
驒
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
進
め
て
き
た
江
馬
氏
の
実
態
解
明
の
調
査
研

究
を
今
後
も
進
め
る
と
と
も
に
、
保
存
活
用
の
た
め
の
調
査
研
究
を
継
続
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
近
年
実
施
し
て
い
る
活
発
な
事
例
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
主
催
者
・

参
加
者
が
楽
し
み
な
が
ら
本
質
的
価
値
を
学
び
と
り
・
体
験
で
き
る
活
用
事
業

を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
神

岡
地
域
を
中
心
と
し
た
多
く
の
人
々
と
関
係
し
な
が
ら
、
よ
り
促
進
さ
れ
る
よ

う
な
手
法
を
常
に
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
飛
驒
市
の
地
域
資
源
と
し
て
の
位

置
づ
け
を
よ
り
明
確
と
し
、
今
よ
り
多
く
の
人
々
が
関
係
す
る
あ
り
方
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。 

 
注

 

（
１
）
『
作
庭
記
』
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
考
と
し
た
（
波
多

野
寛
二
〇
一
五

）
。 

 


